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位相感応増幅器 (PSA)は、強度雑音の増加が極めて少ない増幅とスクィジング効果による位相

雑音の低減が可能であり、光信号の S/N 比を大幅に改善できる可能性から注目を集めている。我々

は周期分極反転 LiNbO3(PPLN)導波路を用いた PSA の研究を進めており、前回の学会では、位相

変調信号の搬送波位相を抽出し、信号光と同期した励起光を発生することで、インライン動作を

実現した結果を報告した[1]。今回 PPLN 導波路およびモジュールを見直し、インライン型 PSA の

高利得化を行い、分散で劣化した信号を増幅した場合の位相再生効果を検証したので報告する。 

PPLN 導波路は直接接合法およびドライエッチングプロセスにより作製した。ドライエッチン

グプロセスの均一性の向上により波長変換効率の増大を図った。励起光発生 PPLN モジュールは

２ポート構成とし、SH光出力を最大化し、増幅PPLNモジュールでは信号光の結合損失を低減し、

利得の向上を実現した。これらを用いて構成したインライン型 PSA により DPSK 信号を増幅した

ときの光スペクトルを Fig.1 に示す。PPLN の内部利得として 17.7dB、搬送波抽出用及び光 PLL

用分岐カプラ、増幅用 PPLN モジュールの挿入損失を含めた外部利得として 12dB が得られた。さ

らに分散により波形劣化した信号を増幅した場合の影響を調べるため、40Gbits/sDPSK 信号を長さ

の異なるシングルモードファイバを伝搬させた後に、インライン型 PSA で中継増幅し、DPSK 受

信器により増幅後の信号の受信感度を測定した。ファイバ分散量に対する受信感度の変化を Fig.2

に示す。中継増幅を行わない場合は分散量の増加に伴って、分散による波形劣化により、パワー

ペナルティが生じるのに対し、分散によって劣化した波形を PSA による中継増幅を行うことによ

り、位相情報が再生され、パワーペナルティのない中継が行えることが確認できた。 
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Fig.1 Optical spectra of input and output of the PSA     Fig.2 Dispersion dependence of the sensitivity 
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